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by the writer himse!f at NOll， Momoga¥¥"a and GOZll in Echigo Prov・ince，on the 

Japan Sea coast of Central Honshu. This species is dioecious. There is no essen-

tial difference in the vegetative strllctllres among the male， female and tetrasporic 

plants. Central axis of anth巴ridillmis S0111巴timesbrancheLl (Fig. 3， b). Stichidial 

brancblets are remarkable in lh巴irknobby日ppearanc巴 wh巴nmatured (Fig. 4， D， E). 

Longitllclinal sections of the cystocarp revealecl the pres巴nceof nlltritive filamenrolls 

cells issued from the gonimoblast and lining the pericarp (Fig 3， a; Fig. 4， C)， as 

previollsly observecl in Laul'encia 12ψρo1lica Y AMADA. 
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日本海南部に分布する POゆめwa
の種類に つ い て

芳永春男*

H. YOSHINAGA: On the Species of P01-phyra Distributed 
in the SOllthern Part of Japan Sea 

山口県日本海沿岸lこ分布するアマノリ属の多くは晩秋から翌年春にかけ

て治岸の岩石上lζ着生繁茂する所謂岩海苔が多い。 ζれ等当沿岸(ζ分布する

アマノリ属の種類については従来東1) 地図へ 岡村')片田5¥ 田中")等の

報告に断片的に見られるが当海域についてのまとまった報告は見られない。

又我閣のこ乙数年来のアマノリ 属の動向について見ると，太平洋岸のアサク

サノリ 安殖場特lζ東京湾等では北方種とされていたスサピノリ の増加が目立

ち，量的にもアサ クサノリをしのぐようになったといわれ瀬戸内海等南の

山口県外海水産誠験場
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方lζも盛んに移殖されるようになり分布は南へ広がりつつある。又北海道西

岸では f~めて少なかったクロノ リ が著 し く増えてきたといわれアマ ノ リ の分

布(量的な面も含めて)にかなりの変動が見られる。

著者等は1957年より 「イワノリ 類の増殖学的li)f究」 を実施 しており，

ζの間山口県日本海沿岸lζ分布するアマノリ属の種類について調査する機会

を得た。既lζ 3，4の種類lζ関しては報告した l川 8)，19)，20)が，ζ乙lζ乙れ等を

とりま とめ，山口県 LI本;4IJ{l岸lζ分布するアマ ノリ属の種類について報告す

る。

なお，本文を草するに当り種の問定lζ示唆を与えられ，激励を頂いた東

京水産大学殖田博士，本文校閲の労をたまわった鹿児島大学問中博士，終始

激励，↑お力を頂いた山口県内海水産試験場八柳技|事liIζ対し深刻の訟を表する。

P. Olzamurai UEDA クロノ リ

本種はウップノレイノリとともに岩海苔として，我国日本海沿岸Iζ広く分

布している乙 とは既に多くの報告仏の，3)・仏仏札1川 2)，13)，1めに見られると乙ろで，

山口県日本海沿岸でも随所に分布し，岩石，コ ンク リート ばかりでなく貝殻，

フジツポ殻上にも稀lζフノ リにも着生する。

出現時期は早い所で 10月中句-11月頃K見られ始め， 遅い所では 4月

頃迄着生しており，出現時期や着生期間等は着生場所，年等lζよって呉なる

が大体 11 月 下匂~12 月上句以降K多く繁殖する。

形態はかなり変化lζ富み卵形， 長卵7~ ， 笹架形と色々 の形のものが観察

されるが著者等1町の調べたととろでは波浪の影響の強い場所程細長い形が多

く，逆lζ波浪の影響の弱い;1)1>穏な場所程丸い形lζ近いものが多い。又基部の

形は模形，円形，心臓形等矢11られているが棋形は細長い形をした柴体のもの

に，円形，心臓形は丸い形lζ近い業体のものに多く見られる。

P. suborbiculata KJELLM. '7 )レパアマノリ

本種の分布について殖回 2) は「房総以南太平洋治 j~戸随所， 九州， 琉球，

朝鮮西南岸J，問中 12)も殖回と同じで「琉3ミK. 九州、1， 八丈山 iiiJll札本子15太

平洋沿岸随所」としており rl本海沿岸からは東1)が出雲(ぬ根県)より報告

している程度であったが著者問は山口県日本海治岸各所で本睦を観察した。

出現時期は早い所で9月下匂-10月初句に観察され始め 4月迄見られ，

岩海苔の着生期間中初めから終り迄着生が認められ着生期聞が長い。
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形態は普通卵形，腎臓形乃至漏斗状であるが，著者が山口県日本海沿岸

で観察した ものの中 10 月上句~12 月上旬!ζ摘採される ， 所謂秋nf.i:苔特にそ

の初期のものに，本種と思われるもので縁辺が不規則[ζ裂け，分裂の著しい

ものでは基部lζ達する迄多数裂け，各々の裂片が基部を中心』ζ放射状を呈す

る分岐状葉体のものが見られ，大きいものでは一裂片の長さが 15cm /，ζ達す

るものがある。この分!岐状葉体のものについては目下検討中である。

着生層はイワノ リ類の中で最も下層lζ着生し，満潟j線附近及びそれより

上では飛沫が岩面上を流れ落ちる際の溝にあたる所等あま り水はけのよ くな

い所に多 く着生し，12月以後の所謂寒海苔lζ入つては多くの場所でこれより

も上層!とその主体となるオニアマノ リが繁茂する。

forma latifolia TANAKA ヒロハマJレバアマノリ

本形については田中吟が肥前地方の由比，島原，加津佐，朝鮮木mより
報告している，著者は山口県日本海沿岸の黒井，川棚 l牢ikで本形を採集じ
た。又前記マノレパアマノリと忠われる分岐状葉体の分裂の少ないものの内，

本形lζ類似しているものが見られる。

P. dentata KJELLM. オニアマノリ

本種の分布について殖回りは 「千葉県以南，九州南部lζ至る間随所，朝

鮮J，田中町は 「九州、¥，相模地方，安房地方，朝鮮等で，本邦太平洋岸の中

南部lζ広く分布している」 といずれも本邦太平洋岸中南部，九州と しており

日本海沿岸からは高松1りが秋田県下から，芳永 ・八杉1I叫が山口県下から報告

しており，高松の報告について福原町はその後の多くの報告中本種が見当ら

ない所から「分類学的な再検討を要するものの一つであろう」と述べている

が最近福原2η も日本海北部に本種が分布している ζ とを認め「オニアマ ノリ

もやはり北海道にも分布し，日本海沿岸では松前まででアサクサノ リの北限

と一致するようだ」と述べている。いずれにしても従来の日本海の海藻相!と

関する多くの報告中本種がほとんど見当らなかった ζ とから考えると， 日本

海沿岸にはオニアマ ノリは分布していなかったか，分布していても極稀であ

ったものと思われる。 山口県日本海沿岸の分布については1957年[ζ著者等町

が乙れを孫r認したが，その後の調査により下関から江崎[ζ至る山口県日本海

沿岸lζ広く分布 しているのを再確認した。

本種は 12 月中句~2 月 下旬lζ摘探する岩海苔所謂寒海苔の主体をなし

ており，直接外海の波浪の影響を受ける岩礁上lζ広く 分布し，岩海苔の着生
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する長上位層迄本種の着生を認めることができる。殖回2¥回clコめによると

本種は密生しないものとされているが必ずしも密生しないとはかぎらないよ

うである。著者も密生せず疎生の状態をしばしば観察したが，場所lζよって

は密生して広い範囲lζ群叢を形成しているものも観察した。 ζのようなオニ

アマノリが群叢を形成する場所は従来より岩海苔の好漁場として利用されて

いる。出現時期は一般に 11月中匂-12月に多く着生しはじめ 3-4月の終

期頃迄見られる。

形態は卵形から細長い笹葉形(長いものでは 40-50cm)を呈するに至る

まで種々の中間形があり，単葉のものから裂片を生じ分岐しているものなど

色々の形状のものがが見られる。

本麗が隷辺lζ鋸歯を有していることは分類上の一つの特性として知られ

ているととろであるが，成葉体では基部にのみ大きい鋸歯を密lζ有し縁辺は

疎生のものが多く ，成熟したものでは時に基部にのみ鋸歯を有し縁辺には鋸

1留の見られないものもある。

P. tenera K]ELLM. アサクサノリ

本種が日本海沿岸にも分布している乙とは殖固め， 荷藤ベ 田中 1均等が

報告している，山口県日本海沿岸でも内湾や港内寄与の静穏な場所lζ広く分布

し岩石や防波堤，木竹等lζ着生している<1949年頃(実際にはそれより以前

lζ行なわれていると思われる)より油谷湾の伊上，十よ打開をはじめ吉見，小島，

玉江等の地先に瀬戸内海底のアサ クサノリ を移殖し養殖を行なっており，特:

IC:: iEl:I谷湾では近年アサクサノリの養殖が盛んに行なわれている。瀬戸内海産

のアサクサノリ を移殖する以前にも天然に本種が分布1していたかどうかは，

別lζ記録はないが移殖を全然行なったととのない所にも広く分布している と

ζ ろからすると，在来の地元産のアサクサノリが分布していたのではなかろ

うかと忠われる。いずれにしても移殖，養殖の結果その分布範囲が広くなっ

たものと推察される。

形態は7Jレパ型もナガパ型も存在するが大きさは養殖したアサ クサノリ

lζ比べて小さく ， 大きいものでも長 l1cm幅2cm，長 7cml隠6cmで一般

に長さ 4-5cmのものが多い。

P. yezoensis UEDA スサピノ リ

本種の産地としては北海道西南部，東北地方太平洋岸，朝鮮等が知られ

ていたが，近年太平洋岸ではアサクサノ リの養殖場[ζ本種の増加が目立ち，
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東京湾等ではアサクサノりをしのぐよ うκなったといわれており，瀬戸内海
でもアサクサノリと一緒に本程の養殖が行なわれるようになり，分布は南!ζ

広がりつつある。 日本海沿岸では東1) 大島め等が富山より報告しており，

福原2川ま兵庫県(日本海側)Iと自然iC::着生しているアマノリの標本を調べたと

乙ろスサピノリ が多いようだったと述べている。 山口県日本海沿岸では 1959

年 10月，11月山口県内海水産試験場で人工程付 したスサ ピノリを油谷湾lζ

移癒し養殖したが，それ以前lζ本種の分布は認められていない。

P. pseudolinearis UEDA ウツプノレイノリ

本種はクロノリとともに従来より日本海沿岸!こ広く分布している岩海苔

の種類としてよく知られており，山口県日本海沿岸にも広く分布している。

しかし山口県日本海沿岸!とおいて本種は量的にクロノリ ，マノレパアマノリ，

オニアマノリ程多 くは着生しない。

出現時期は他の県の日本海沿岸では 11月，12月の早い時期lζ多く見ら

れるようであるの，叫が，山口県においては 1月 2月lζ観察され叫他の岩海

苔類lと比べ出現時期はおそい。

形態は針葉形乃至笹葉形であるが著者等17)が池谷湾内で網漢にて養殖し

たものは，笹葉形であったがおそ くなって卵形のものがかなり見られたc

P. Sp. nov. (ソメワケアマノリ ，回中)

本種は片田5) fζよって 1952年日本海における未記載種として， 山口県

日本海沿岸の小川凡 の川口附近で発見され報告されたもので， 未だ種名は明

らかにされていない，著者も片田の発見したと同 じ小)11の川口で本種を採集

した (1960年 2月 18日)が他の場所から未だ採集していない。

生態等については片田町が詳細に報告しているが，生育場所は汽水域で

干潮時でも千出しない程度の浅所でムカデノリ属のl種lζ附着して繁茂して

いる。

形態は普通卵形乃至長卵形でほぼ正中線で雄性部と[ljg性部に区剖されて

いる。成熟したものでは娩性部は全面的lζ精子裂を作り，上縁から崩壊して

ゆくが雌性部は雌性細胞と栄養細胞が混在し漸次崩壊しながらも，面積を増

大してゆく ため全体は巴形を呈して くる，又往々tiIf:性部とくにその下縁が甚

だしく増大して漏斗状を呈するものがある。

下関市吉見永田本町の永田川及び同市安岡IIIJの友田川

句
、

u

， 
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アマノ リ属植物lキlではこの種は P.umbilicalis (L). J. AGチシマクロノ

リに最も近似した性質を有している。

Summary 

The s pecies of P01アhymgrowing in Yamagllchi Prefecture on the Japan-sea 

coast.sicl巴 W 巴reresearchecl from 1957 to 1961. As the reslllt of the stllcly seven 

species ancl one forma were iclentifiecl by the writer. Among thes巴 ther巴 isinclllclecl 

POl-phym pseudolinealis UEDA， well known species llsllally observable in IzllJl10 
Province， ancl it is wiclely c1istributecl in Yamaguchi Pref巴ctllre. 

The s巴venspecies are as follolV ; 

1. P. Okamul・aiUEDA 

2. P. suborbiculata KJELLM. forma latifolia TANAKA 

3. P. delltata KJELLM. 

4. P. tC'lCl百 KJELLM.

5. P. yezoensis UEDA 

6. P. jJseudolillearis UEDA 

7. P. spec. nov. This pecllliar species which was reportecl by Dr. 1.くATADA

in 1952 is assumecl to be a n巴w species. It se巴msto have a character which is 

qllite similar to P. umbilicalis J. AG. among th巴 knownspecies of POl-phy，-a. 
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沖縄伊計島産タンポヤリについて林

大城肇*

H. OHOSIRO: Notes on Chamaedo1.is orientalis 

筆者は 1957年3月以来， 沖縄島中部東方にある伊計島の海藻を調べて

きたが，向島[ζ タンポヤリ の新産地を見出す事が出来たので， ここ にその知

見を報告する。

タンポヤリは 1931年，故岡村博士{ζ依って台湾紅頭峡から，Chamae-

doris orientalis OKAMUI<A et HIGASHIと命名されて発表された。 その後 19

34年山田幸男博士による沖縄島糸満からの報告があり， また 1938年山田 ・

田中両博士に依る琉球列島与那国からの報告がある。 山田博士の糸満の材料

は海底2尋の深所から採集された材料であるが，capitulumの部分が茎部よ

り長く articulationの数も著しく多い事によって C.orientalis (?)と疑問符

を付して報告された。いま岡村博士の紅頭峻のものと，山田博士の糸満から

表 1

項 目 間 村 山
(1931) 

体 の 高 占己 7，.....，9 cnl 

頭部の長さ 2 .6~1O cm 

茎 部 の 長 さ l茎部は常に頭部より|長く ，4~6cm 

頭部の 形|倒卵形 ー 楕 円 形| 円

頭部の節の数 I ~頭部の長さにかかわ I
らす同数で 14節
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田
(1934) 

17 cm 

10 cm 

7cm 

柱 状

28節




